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　「
妙
見
さ
ん
」
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
八
代
神
社
は
、
八

代
地
域
で
最
も
古
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
神
社
で
す
。
毎
年
秋
に
開
催

さ
れ
る
妙
見
祭
は
、
八
代
の
秋
を
彩
る
代
表
的
な
お
祭
り
で
、
来
年
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
目
前
に
、
市
内
外
の
関
心
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
休
み
、「
妙
見
さ
ん
」
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
文
化
財
が
博
物

館
に
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。「
妙
見
宮
と
八
代
神
社
、
何
が
違
う
の
か
な
」、

「
妙
見
さ
ん
っ
て
ど
ん
な
お
姿
な
の
か
な
」、「
亀
蛇
の
正
体
は
何
だ
ろ

う
」
な
ど
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
妙
見
さ
ん
」
の
ナ
ゾ
に

迫
り
ま
す
。
楽
し
い
ク
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
。

歴
史
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

「
親
子
で
探
検
！
い
ざ“
妙
見
さ
ん
”へ
」

日
　
時

観
覧
料

休
館
日

■
主
催

集
合
場
所

参
加
対
象

定
　
員

参
加
費

開
館
時
間

■
特
別
協
力

申
込
み

　
八
代
神
社
か
ら
中
宮
方
面
ま
で
歩
き
な
が

ら
、
周
辺
史
跡
を
博
物
館
学
芸
員
と
一
緒
に

探
検
し
ま
す
。
全
行
程
約
３
㎞
。

八
代
神
社
（
駐
車
場
あ
り
）

１
人  

３
０
０
円
（
保
険
料
）

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

20
組

７
月
15
日
㈬
～
26
日
㈰
に
市
立
博
物

館
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

特
別
講
演
会

日
　
時

会
　
場

講
　
師

午
前
10
時
～
11
時
30
分

午
前
９
時
～
午
後
５
時

八
代
神
社
・
八
代
市
立
博
物
館
友
の
会

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

月
曜
日

市
立
博
物
館 

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
八
代
市

７
月
25
日
㈯

「
な
る
ほ
ど
な
っ
と
く
！

                    

妙
見
さ
ん
の
歴
史
」

市
立
博
物
館  

講
義
室

鳥と
り

津づ

亮り
ょ
う

二じ

（
当
館
学
芸
員
）

※
聴
講
無
料
、
申
込
不
要
、
先
着
80
人

力
りきじん

神
江戸時代　八代神社所蔵

木
もくぞうみょうけん

造妙見菩
ぼ

薩
さつりゅうぞう

立 像
江戸時代　植柳妙見宮所蔵

一   

般 

４
０
０
円 （
３
２
０
円
）

高
大
生 

３
０
０
円 （
２
４
０
円
）  

中
学
生
以
下
無
料

※（
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

７/17 ㈮  ～  ８/30 ㈰

午
前
９
時
～
11
時
30
分

８
月
９
日
㈰

観
覧
案
内

市
立
博
物
館

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
３４
５
５
５
５

  問合せ

八代神社の社殿を守り続けた神。
展覧会場では案内役を務めます。

な
る
ほ
ど
　 
妙
見
さ
ん 

～ 

こ
れ
で
キ
ミ
も
妙
見
博は

か
せ士
！ 

～

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
　
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
夏
季
特
別
展
覧
会

！

妙見宮扁
へんがく

額
安永５年（1776）　八代神社所蔵
神社の表札のようなもの。字は熊
本城主・細川重

しげかた
賢が書いたもの。

八代市指定文化財


